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弘{立で，各議怒iこ応じて 2 分間き 64 チマンネルで問時溺)1~可能な議
場iì'j-iP.~lr.i を用いて続殺計iHij を ffった.解析は計itiU システムに付属の
パー ソナルコンピュー ター を府川締磁における法形生デー タ， JU 
勢;平均デ}タ，法線および接線方向の等磁場線器1，儀場のベクトル
アロ}マップを指諜として行った.>1円高患者について以， #f前の割、
総結巣と切除襟本の病理学的所見とを対比した，なお本部究内容
は，本学医の鎗理委員会のJf<認を持て行われた.[結集と考察}践腕
患者では、心織による磁界の強さを結える糠磁泌がえられ， !投入性
腕疾患の定設的診断のひとつの補助手段となりうると考えられる.
スクリー ニングとして紡の全領域をカパ}するためには，患者の体
毅によって2関から4憾の1l'j-i閣が必嬰であった.呼吸性変化に起関
する静議場の発生はわずかであ札務総tslに影響を与えることはな
かった.蟻惑の診断法として筋線開を用いるためには，磁気の減衰
を考Eました潟定前の静綴場を与える方法，およびプロー プと体表と
の距離などのより経営な設定が必繁である.筋銭関をJlいた締議診
断法は新しい低授襲診新法のひとつとして期待できる.
第421罫日本締結学会総会す
